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星間物質の基本的な要素である水素ガス（Hi やH2）について、その分布や存在量を明らかにすることは、銀
河構造や天体の進化を理解する上で非常に重要である。これまで星間物質の Hi ガスの量はいわゆる 21 cm 線の
速度積分強度により推定されてきたが、Fukui et al. (2014, 2015) では、Planck 天文衛星による星間ダストの放
射パラメータ（353 GHz でのダストの光学的厚さ τ353 など）を用いた新たな定量方法が示された。この手法に
より、τ353 を全水素原子の柱密度（NH）の線形のトレーサとして用いることで、従来のHi輝線を用いた定量方
法では、Hiガス自身の光学的厚さ (τHI)の効果によって量を 1/2 程度に過小評価してしまう可能性が示された。
Okamoto et al. (2017) および Hayashi et al. (2019)ではより正確な推定のために、Roy et al. (2013) でオリオ
ン分子雲において提起されたダストの成長を考慮した τdust ∝ (NH)

α モデルを導入し、ペルセウス座分子雲やカ
メレオン座分子雲などの太陽系近傍の領域でのこの新たな推定方法を用いた研究が行われた。これらの先行研究
では、τ353 に対してNH が α ∼ 1.1–1.4 であること、H2 ガスの柱密度のトレーサとして使われるCO 分子輝線強
度と比較することにより、これまで一定とされてきた変換係数XCO の空間分布などが明らかになった。本研究
では、これまでにNANTEN 銀河面サーベイ (NGPS)で取得された銀経 205◦ から 60◦の広範囲のCO輝線デー
タ（立原ほか、本年会）や Planck 天文衛星の τ353 などのデータに対して Okamoto et al. (2017) の手法を適用
する。銀河中心付近を除く全領域に対して XCO の導出を実施し、XCO ∼ 1.0− 2.0× 1020 [cm−2 (K km s−1)−1]
と変化する描像を明らかにした。大局的な構造や環境依存性について、先行研究と比較しつつ議論する。


